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　総重量 2.7 kg．このシュロスバーグの本
の重さである．40代になり筋力も衰えた今，
これを片手で持つのは至難の業だ．両手で
やさしく扱う．何より，好きな本だから落
としたくない．最近は，医学書の多くがオ
ンラインコンテンツ化されてしまった．た
とえそうでなくとも，医学書を裁断して
PDF化している医師は多いかもしれない．
しかし，私のような中堅医師にはデジタル
教科書をうまく使いこなせない頭の硬さが
ある．文字は画面を拡大すれば見えるが，
それだとページの全体像が分からないなど
のデメリットがある．そのため，医局の本
棚に置いておき，パッと取り出せるスタイ
ルを私は好む．シュロスバーグは持ち歩く
書籍ではないので，どうしてもそういう本
になる．
　この本は，疾患としての切り口，病原体
としての切り口で縦横にスパスパと感染症
が細断されていて，たとえるならサイコロ
ステーキのような食べやすい仕上がりに
なっている．個々の著者独自の視点もあっ
て，スパイシーであったり素材の味を活か
したり，味変が楽しめる秀逸なパーティ料
理といえる．また，図表は重要なポイント
にしぼって冗長にならず，写真・図は基本
的にフルカラーである．盛り付けもよいと
いうわけだ．日本語の全訳にある程度時間
を要しているため，決して最新のエビデン

スが網羅されているわけではないが，含ま
れている情報量は驚愕に値する．感染症学
の「辞書」といっても過言ではない．
　実は，前版まではタイトルに「Schlossberg’s」
という文字が冠されていなかった．日本語
に翻訳したものには，前版からすでに畏敬
の念も込めて「シュロスバーグの」と付記さ
れているが，実際はただ単純に『Clinical In-
fectious Disease（臨床感染症学）』だったの
だ．今回，実は英書が初めて『Schlossberg’s 
Clinical Infectious Disease』に変わった．こ
の理由として，シュロスバーグ先生が亡く
なったことが大きいと思われ，監修を引き
継いだクーニャ先生のはからいもあっての
ことだろう．
　シュロスバーグ先生は，ステージⅣの胃
がんによって 2019年 2月 28日に亡くなられ
ている．日本で講演をされた直後であった
と聞いている．私は抗酸菌診療の機会が多
いが，シュロスバーグ先生といえば結核診
療のエキスパートでもあった．フィラデル
フィアにおいて，難治性結核患者の砦のよ
うな存在でもあった．多くの感染症医を生
み出した，「近代感染症学の父」ともいえる
シュロスバーグ先生の人生を映した集大成
ともいえる本書を，ぜひ手元に置いていた
だきたい．
　感染症学の父，シュロスバーグに哀悼の
意を．
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